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●協議会の現状

「新しい東北」官民連携推進協議会（平成25年12月17日設立）

○ 民間企業・大学・NPO等各種団体・地方自治体から構成（1,280団体（令和６年３月21日現在））。
○ 官民の様々な主体の間で連携を生み出し、復興を契機とした新たな挑戦を促進。
○ 具体的には、ウェブサイトやワークショップ・イベントの開催等を通じて、各主体に関する情報（課題、ノウハ

ウ、リソース）の共有や連携を促進。

企業連携グループ
（平成27年４月設立）

○企業復興支援ネットワーク、専門家
派遣集中支援事業、販路開拓支援
チームなどの機能を集約して提供。

○民間企業と被災自治体、被災地企業
と外部企業などが連携して展開する
事業への支援および事例集作成や積
極的な情報発信等を実施。

各種課題に対応するため、協議会の下に３分科会を設置して活動

復興金融ネットワーク
（平成26年７月設立）

○金融機関等から構成（35団体）。

○官主導の取組による復旧から、民主
導の取組による本格的な復興への橋
渡しを行うため、金融機関等に対し、
産業復興に関する情報の提供等を実
施。

地域づくりネットワーク
（平成27年２月設立）

○被災地の地方自治体から構成（71

団体）。

○「地域内の協力体制」や「地域内外
とのネットワークの構築」などを図
り、取組の自走化を目指すため、
「地域づくりハンズオン支援事業」
を行い、地域課題の解決に取り組む
自治体、NPOなどに対して各種取組
やニーズに応じたきめ細かな伴走型
の支援を実施。

協議会及び分科会の構成
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「新しい東北」官民連携推進協議会
「新しい東北」官民連携推進協議会

⚫ 代表団体
一般社団法人日本経済団体連合会
公益社団法人経済同友会
日本商工会議所

⚫ 副代表団体
岩手県、特定非営利活動法人いわて連携復興センター、国立大学法人岩手大学、株式会社岩手銀行
宮城県、一般社団法人みやぎ連携復興センター、国立大学法人東北大学、株式会社七十七銀行
福島県、一般社団法人ふくしま連携復興センター、 国立大学法人福島大学、株式会社東邦銀行
株式会社日本政策投資銀行等の金融機関6社

⚫ 会員数
1,280団体（令和6年3月時点）
経済団体（商工会議所、商工会等） ／民間企業／各種協同組合／
NPO／一般社団法人・財団法人／独立行政法人／大学等／地方自治体／国の行政機関

⚫ 事務局
復興庁

⚫当年度における協議会の活動実績の報告・共有、次年度における活動の方向性に係る意見交換等を行うため、年
度末頃に代表団体・副代表団体による運営委員会を開催（令和５年度は、令和6年3月26日に開催）。

⚫岩手・宮城・福島の３県で、各県における取組の共有や各県の課題についての議論を行うため、副代表団体等を
構成員とする意見交換会を開催。また、構成員が連携して取り組むテーマを設定し、被災地の事業者や住民の参
加を得てのワークショップ等を実施。

運営委員会・意見交換会





●令和５年度「新しい東北」復興・創生の星顕彰

○ 震災を契機として、被災地において人口減少や産業空洞化などの全国の他地域にも共通する課題等の解決に取り組
み、新しい東北の創造に向けて貢献している個人・団体を顕彰。（平成28年度～、令和５年度で８回目。）

※ 令和３年度より「新しい東北」復興・創生の星顕彰として令和２年度までの「復興・創生顕彰」と「産業復興事例顕彰」を１本化して実施。

○ 今年度は、令和４年８月から令和５年７月までの１年間に活動実績がある123件の取組から、外部有識者による選
定委員会を経て10件を選定。令和６年２月11日に仙台市にて顕彰式を開催。また、顕彰式後に顕彰団体・選定委員
等を交え、交流会を実施。

○ 令和４年度受賞者の取組についてフォローアップを行い、「新しい東北」ポータルサイト上に記事を掲載するとと
もに、事例集を作成。

＜令和５年度募集結果（令和５年６月１日～８月１日）＞
・応募件数 123件

＜選定結果：受賞者一覧（10件）＞
岩手県九戸郡洋野町 株式会社 北三陸ファクトリー

岩手県釜石市 夢団～未来へつなげるONE TEAM～

宮城県石巻市 一般社団法人 SEAWALL CLUB

宮城県気仙沼市
（本社：大阪府大阪市） 株式会社 ロスゼロ

福島県双葉郡双葉町 浅野撚糸 株式会社

福島県双葉郡葛尾村 一般社団法人 葛力創造舎
福島県双葉郡川内村
（事務局：福島市） 特定非営利活動法人 元気になろう福島

福島県双葉郡富岡町 一般社団法人 とみおかプラス

福島県郡山市 株式会社 孫の手

福島県相馬市 株式会社 マルリフーズ

＜「新しい東北」事例集＞
令和４年度受賞者の取組

＜顕彰式（令和６年２月11日）＞
受賞者全員での記念撮影

車座での意見交換
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